
1312

　すでに世間に定着してしまった「シェアハウス」という造語から、私たちはつい、特定のライフスタイル、た
とえば地縁血縁的社会規範に抗う個人主義的居住様式などを想像してしまう。だが本作は、既知のシェアハウス
像と趣が異なっており、読解に注意が必要である。共同体意識を高めることで住民結束をはかろうという方策は、
既存住宅地一般に実施されてきた極めて“伝統的”な自治手法であるし、地域の治安維持を近隣同士の共助関係
に期待するという態度も、明らかに前近代的・保守的な公共思想に即しているとみてよい。この手の傾向をもつ
公共空間には、概して閉塞感がまとわりつくものだが、本作にそれがないのは清々しい。おそらく、動線・ゾー
ニング計画にあたって、集約的・合理的に処理しなかったことが幸いしたのだろう。加えて、居住空間や児童館
はとくに開放的であるが、単にオープンなだけでなく、住民同士が多様な位置関係から視線や声をやりとりでき
るよう、微妙な空間境界が施されているのは興味深い。
　さて、このコミュニティで育つ子どもらは、どのような人格を形成するのだろうか。欲を言えば、作者の理想
とする教育観を、設計の中に明確に表現するべきだったと思う。                                    （審査委員：矢野 裕之）

　採石した大きな坑は、産業廃棄物等の捨て場になるような場所である、島を訪れた提案者が見たものもゴ
ミ捨て場であった。”受け継がれる石”は石の美しさ、採掘跡が造る景観に魅せられ、島の魅力を伝える美術
館として活用を提案した作品である。採石場は岡山県笠岡市北木島にあり、北木島産の良質の花崗岩は、大
阪城再築（1629 年）の石垣に使われて以後”北木みかげ石”として、靖国神社の大鳥居をはじめ、日本銀
行本社や旧明治生命保険本社ビル等、日本の歴史的建造物に使われている。点在する採石坑を繋ぐように新
たに掘削し、北木石の美しさを演出する水・光・空の空間、採石場から見る野外の緑・風の空間に加え、ギャ
ラリーやカフェ・レストラン等の美術館として整備している。廃棄物処理場となりかねない採石跡地に着目し、
美術館としての再利用計画を立案したアイディアや独創性等、大変評価できる作品である。一方、そのアイディ
アが明確に伝わってこないのは、建築計画としての設計や表現力の物足りなさによる。この作品に見られる
ような問題意識や独創性を持ち、設計力を磨き、建築家としてのみならず、文化財や産業遺産の修復や保存
の道でも活躍されることを期待しています。                                                             （審査委員：古川 洋）
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　現在日本ではひとり親世帯
の割合が増えてきている。
　そんなひとり親世帯にとっ
て今の１住宅＝１家族という
形が定着したためできたプラ
イバシーとセキュリティーに
よって守られ周りとの関係を
絶ってしまう住まい方は適切
なのか。

　過剰なセキュリティーに
よって守られた住宅ではな
く、周りと関わりを持って暮
らしていくことで守られる暮
らしを提案する。ひとり親世
帯同士の同じ境遇を持った家
族が互いに協力して暮らして
いくことのできるシェアハウ
スと公共施設 ( 保育園、児童
館、図書館 ) の公共性を生か
し、もっと暮らしと一体化さ
せる。

　シェアハウス内のひとり親
世帯同士はもちろん公共施設
利用する地域の人たちとも関
係を強めていく。
　この建築の中はいつもいっ
ぱいの人たちに利用されコ
ミュニティの場である公共施
設は今まで以上に活発に機能
する。

　ここは小さな家族の大き
な家。

　北木島と呼ばれる島が瀬戸
内海に浮ぶ。島で採れる北木
石は、日本銀行本店や大阪城
桜門や東京駅等の名建築に使
われている。だが、中国から
安価な石が入ってきたため、
採石業は衰退し、120 か所以
上の採石場が残された。採石
場跡は、高大な岩肌がそびえ
立ち、風の音を感じるほど静
かで、湖のような水たまりが
緑に囲まれる。この産業遺産
で感じる自然（水・光・風・空・
緑）と呼応する石の空間を計
画する。自然の美しさ、迫力
ある風景を残し、採石場跡を
縫うように設計する。人々が
集まる場所として、カフェ・
多目的ホールを設け、他島や
本島の人との交流を楽しむ。
島民は石を誇りに想い続け、
島を訪れる人は島の魅力を発
見し、体感する建築である。
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